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はじめに

前回は、立場によって「生産性」と

いう言葉の意味が異なることを示しつ

つ、クライアントアプリケーションに

求められる潜在的な目標について解説

しました。クライアントアプリケーシ

ョン、すなわちユーザーインターフェ

イスがより使いやすいものになること

によって、開発者と利用者の双方がベ

ストな関係を築いてゆけることも垣間

見れたのではないでしょうか。

さて、今回は、前回最後にご紹介し

たユーザビリティテスティングについ

て考えてみることにしましょう。どの

ようなプロセスの中で実施するか、お

よびその方法についてはすでに触れて

いるので、今回は軽く触れるにとどめ、

実際にマイクロソフトの社内で行なっ

ているテストと、その結果の製品への

反映を見てゆくことにします。

テストの
「はじめに」

まず、ユーザビリティテストの意義

についておさらいします。

これまで、いくつかの題材をもとに

ユーザーインターフェイスについて論

じてきましたが、根本にある問題は何

かというと以下の言葉に集約されます。

「ほんとにそれでいいの？」

短いわりには非常に意味深く、裏に

いろいろな要素がいっぱい隠れていそ

うな一言です。実に、この質問に対す

る解を導き出してゆくために、ユーザ

ーインターフェイスを論じているとい

っても過言ではありません。

開発者自身は、開発しているソフト

ウェアのユーザーインターフェイスに、

動作検証を行なうといったことで毎日

のように接し、そのために極論すれば

「マニュアルなし」に操作することがで

きます。だからこそ開発生産性が高い

わけです。しかし、提供されるソフト

ウェアの本質はそこにはありません。
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実際に利用するべき人が「マニュアルなし」に操作できる

ユーザーインターフェイスを提供できるのかにあります。

実際に、何のガイドもなく操作可能な環境を、現段階のソ

フトウェアが提供できているとは言い難いでしょう（マイ

クロソフト自身もそうであろうと思います）。

これらの問題は、放置するのではなく、いくつかのテス

トやそこで得られたデータ、また分析を行なうことで、改

善できるはずです。そのために用いられているのが“ユー

ザビリティテスティング”なのです。これは、できる限り

利用者にわかりやすく、もしくは楽しく／便利に使っても

らえるようにすることを目的として、行なうさまざまなテ

ストです。その結果を開発のフェーズへフィードバックす

ることで、プロダクトはより高い価値を持つと考えられま

す。

どんなテストをしているのか

さて、ここからが本題です。マイクロソフトの社内では、

どのような形でユーザビリティテストを行なっているかを

見てゆくことにしましょう。

ファシリティ

本格的かつ定期的にテスト作業を行なうためには、それ

相応のファシリティが必要です。マイクロソフト社内には、

ユーザビリティテストを行なうための会場が特別に用意さ

れています。図1、図2は調布にある技術センター内のテス

ト会場です。

テストへの協力を申し出ていただいた方（以下、被験者）

は、図1に用意された部屋へ通されます。ここは、実際に操

作をしてもらうPCが並んだ、見た目は“ちょっと広めの個

人用オフィス空間”といった感じのフロアで、落ち着いた

感覚でソフトウェアを使用してもらうための環境にセット

されています。

一方、テスター（テストする側の担当者）は、被験者が

PCを自身の直感に基づいて自由に操作できるように別の部

屋（図2）に待機します。そのため、被験者が使用するPC

には、操作はもちろん操作中の発言も観察できるように、

カメラやマイクなども設置されています。

このような環境によって、テストが進められてゆくわけ

です。

テスト内容は？

当然のことながら、実際にテストする製品やその目的に

よって、テストの内容や調査項目は変化します。本稿では、

「HomeStyle＋」というOfficeファミリに属する製品のユー

ザビリティテストの詳細を例に挙げ、現実にどのようなこ

とが行なわれてきたのかを見てゆきます。

図1：東京・調布のマイクロソフト社内にあるファシリティ会場 図2：テスター側の環境




